
１．問題と目的
　フレッド・M・ニューマンは，教育格差を関心の中核
に置く社会構成主義者である（e.g., 渡部 , 2019）。ニュー
マンは 1980 年代の標準化運動を機にして生じたテスト
のための授業やそれによる知的側面の質（Intellectual 
Quality）の低下に対して問題意識を示し，それらの問
題 を 解 決 し う る「 真 正 の 学 び ／ 学 力（Authentic 
Achievement）」論を示した。「真正の学び／学力」とは，

「成功をおさめた大人たち（科学者，音楽家，企業人，
職人，政治家，弁護士，作家，物理学者，デザイナーな
ど）がとってきたような，有意味で価値のある重要な知
的成果」（ニューマン , 1996=2017, p.36）のことを指す。
こうした「真正の学び／学力」が生成される状況を目指
すものが「真正の学び／学力」論である。
　「真正の学び／学力」を実現するにあたって重要とな
るのが，①知識の構築（Construction of Knowledge），
②鍛錬された探究（Disciplined Inquiry），③学校外で
の価値（Value Beyond School）に依拠した指導や評価
課題であり，「学校での成功を超えた意味のある言説，
作品，パフォーマンスを生み出していくために，鍛錬さ
れた探究を通じて知識を構築していくこと」（ニューマ
ン , 1996=2017, p.39）を学習に求めている。この主張の
とおり，「真正の学び／学力」論において最終的に求め
られるのは学校外でも価値のある知的成果が学習の中で
生成されることである。

　ニューマンは，こうした「真正の学び／学力」を生成
しうる学習がどのように実践されているのかを検討する
ために School Restructuring Study（SRS）として学校
再建について研究・実践を行ってきた（e.g., ニューマン , 
1996=2017 など）。また，前述した３つの基盤にもとづ
き「真正の学び／学力」を生成するための教材として
Authentic Intellectual Work（AIW）を開発している（e.g., 
Newmann et al. 2016 など）。ニューマンは，いずれの
研究においても「真正の学び／学力」を生成するための
学習課題（以下，学習課題）の評価を行っている。それ
らの評価に際して，先に示した①知識の構築，②鍛錬さ
れた探究，③学校外での価値の 3 つの基盤からスタン
ダード（Standard）を作成した（表１）。作成されたス
タンダードは，学校における学習の機能である「日常の
指導」と「子どもたちのパフォーマンスの評価」をふま
えて，７つの「教師の評価課題についてのスタンダード

（Standard for Assessment Task）」（表１における「真
正の評価課題」）と４つの「教師の授業についてのスタ
ンダード（Standard for Teacher’s Instruction）」（表
１における「真正の指導法」）として示されている（ニュー
マン , 1996=2017, p.59）。
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木材から条件に合う棚を設計し，それを他者に示すこと
を求めている（p.9）。ニューマンは，設計の段階において，
板の長さや空間の数などの多くの情報を統合することが
求められる点で，①知識の構築が高く評価できる学習課
題としている。その一方で，設計したものを他者に示す
段階での評価がなされていない。実際，設計図を他者に
わかりやすく示すためには，①知識の構築の視点のみに
とどまらず，②鍛錬された探究を伴う学習活動（例：説
得的な説明が盛り込まれた図解）が必要になると考えら
れる。したがって，ニューマンの３つの基盤にもとづく
ならば，本学習課題は，①知識の構築と②鍛錬された探
究の両者で高い評価を受けるものでなければならないは
ずだ。
　また，ニューマンが③学校外での価値として高く評価
する，小学校４年生算数科の学習課題（Newmann, 
Marks and Gamoran, 1995, pp.9-10）についても同様の
指摘が可能である。この学習課題では，その地域の実際
の家賃や電気料金といった情報にもとづいて児童が考え
を深めていた。家賃や食費，電気料金などを考慮したう
えで１ヶ月を 2000 ドルでどう生活するかについて他の
児童と互いにやりとりをしながら最終的な暮らし方を考
える環境が整っていた。その環境の中で児童は互いを説
得するためにバスの料金や借家のペットの可否などの情
報を分析したうえで伝え合うことができていた。以上の
点をふまえると，学校外の他者にも影響を与えうるよう
な成果（ここでは説明）（③）のために，他の児童との
やりとり（②）を介しながら，情報の分析や統合を試み
ていた（①）と解釈できる。しかしながら，ニューマン
は，この学習課題を③学校外での価値において高く評価
できる学習課題として扱っており，①知識の構築，②鍛
錬された探究という２つの基盤に関しては何ら言及して
いないのである。
　以上のような，１つの学習課題を評価する際に３つの
うちの１つの基盤にのみ依拠するというニューマンが実
際に行った学習課題の評価は，３つの基盤を一体的なも
のとして捉えるべきという彼の考えとは矛盾するもので
ある。
　以上をふまえて，本研究は，ニューマンが提案した学

　このスタンダードにもとづく評価では，以下の点が着
目される。①知識の構築では，児童・生徒が学習の中で
情報を構造化・分析・解釈・評価・総合することが重要
視されている。②鍛錬された探究では，学問的な理解や
専門的領域における理解にもとづいたやりとり（例：専
門家や聴衆などの他者を説得しうる説明）を行う中で，
ある一定の結論や解釈に至ることが求められている。③
学校外での価値では，実際の公的な問題にもとづいて児
童・生徒の経験と学習を結びつけ，最終的に学校外の他
者に影響しうる成果（学習についての発表や文書などの
成果物）が生じることが目標となる。
　ニューマン（1996=2017）が「これら３つの基盤全て
が重要になる」（p.39）と言及するとおり，①から③の
基盤を一体化することが重要である。それは，先に示し
た「学校での成功を超えた意味のある言説，作品，パ
フォーマンスを生み出していくために，鍛錬された探究
を通じて知識を構築していくこと」（ニューマン , 
1996=2017, p.39）を学習に求めていることからもうかが
える。また，ニューマンは，この姿勢をより具体的な例
を用いて説明している。

　新たに議会に提出された福祉計画に対して反対を表明
するために，新聞の編集者に手紙を書くとする。こうし
た活動は，学校の外での価値を持つ言説を生み出してい
くために知識を構築するという基準に合致するかもしれ
ない。だがもしその手紙の内容が，問題の浅い理解を示
すだけのものであったり，重大な事実誤認を含んでいた
りしたら，鍛錬された探究という点に欠落があるので，
それはあまり真正であるとは言えないものとなるだろ
う。（ニューマン , 1996=2017, p.39）

　この説明からもわかるとおり，より真正な学習を目指
すのであるならば，３つの基盤すべてを統合した学習課
題の評価が必要であるのだ。
　ところが，ニューマンが実際に行った諸実践の評価に
はその考えが反映されておらず，１つの学習課題を１つ
の基盤のみで評価することにとどまっている。例えば，
Newmann, Marks and Gamoran（1995）の学習課題は，

表１　「真正の学び／学力」を評価するためのスタンダード

（ニューマン, 1996=2017, Newmann et al. 2016にもとづいて筆者が作成）

評価規準
スタンダード

真正の教授法
学習者の真正のパフォーマンス

真正の評価課題 真正の指導法

知識の構築
・情報の組織化

・より高次な思考 ・分析
・選択肢（代替案）の考察

鍛錬された探究
・学問的内容

・深い知識 ・学問的概念
・学問的プロセス
・卓越したコミュニケーション ・内容のある会話 ・卓越したコミュニケーション

学校外での価値
・学校外と結びついた問題

・教室を越えた世界との結びつき （評価不能）
・学校外の聴衆

12



長﨑耕作・深見俊崇

児童・生徒が互いに影響を与え合い，考えを練り直す過
程を意味している。「再考」が明確に確認できる学習場
面は，学習活動中での児童・生徒どうしのかかわりであ
る。例えば，ディスカッション（学習課題８）や，ブレ
インストーミング（学習課題 20），インフォーマルな会
話（学習課題 26 など）をとおした意見のやりとりや，
児童・生徒どうしが成果物を作成する際に校正や批評を
し合うことで，成果物やコミュニケーションのあり方の
再検討を行うこと（学習課題 25 など）である。このよ
うに，「再考」では，他者とのやりとりの中で互いに評価・
批評し合い考えを練り直す傾向が見られた（学習課題２
を代表に 11 課題）。
　以上のような３つの視点がどのように学習課題の中に
組み込まれているかについて検討した。まず「説明」は，
32 学習課題中 29 課題とほとんどに盛り込まれていた。
また，「文脈・役割設定」は，23 課題で確認できたがそ
れ単体のものはなく「説明」「再考」のいずれかもしく
は両方がセットになっていた。同様に「再考」の 14 課
題もそれ単体のものはなく，「文脈・役割設定」と「説明」
のいずれかもしくは両方がセットになっていた。なお，

「再考」が確認された 14 課題にはいずれも「説明」の視
点が伴っていた。
　また，それぞれの視点の関連としては次のようなこと
が明らかになった。「文脈・役割設定」と「説明」が確
認できた学習課題では，ある一定の「文脈・役割設定」
がなされたうえで，その文脈や役割に必要な「説明」が
求められていた（学習課題６など）。「説明」と「再考」
が確認された学習課題では，「説明」の中で求められる
プレゼンテーションや具体物の作成などの学習成果をブ
ラッシュアップするために他者とかかわる「再考」の機
会が設けられていた（学習課題 21 など）。しかし，「文脈・
役割設定」と「再考」の２つのみの視点が満たされてい
る学習課題はなく，両者の視点がともに確認される学習
課題では「説明」も含めた３つの視点が確認された。例
えば，小学校４年生社会科の学習課題では，「文脈・役
割設定」がなされると同時に，役割としてどのような文
章のコミュニケーション（「説明」）が必要になるのかが
課題文に示され，その中に，「再考」の視点も含まれて
いた（学習課題 29）。
　以上の視点の組み合わせとそれぞれの関連性をふまえ
ると，どのような方法で児童・生徒自身が自分の意見を
表現（「説明」）するかを考えるよりも，どういった文脈
や役割として学習するのか（「文脈・役割設定」），成果
物をよりよくするための他者どうしのかかわり方には何
が必要で，どのような修正のプロセスが求められるのか

（「再考」）をまず検討することが，より真正の学習を構
想するうえで重要になるということが示唆される。
　以下では，こうした３つの視点が満たされる学習課題
を例示する。学習課題の選定にあたっては，３つの特徴
が顕著であること，取り挙げられる学習課題数の多い算
数・数学科，社会科であること，３つの視点がそれぞれ
に関与し合って学習が成り立っていることをふまえ，次

習課題を再検討することで３つの基盤が統合された視点
を見出すことを目的とする。合わせて，それらがニュー
マンの学習課題に留まらず，他の真正な学習の実践とし
て示される実践例にどの程度応用可能性があるのかも検
討する。

２�．ニューマンの学習課題の再検討と真正の学習
に求められる視点の導出

　まず，Newmann, Marks and Gamoran（1995），New-
mann, Secada and Wehlage（1995），Newmann, King 
and Carmichael（2007） ，Newmann, Carmichael and 
King（2016），ニューマン（1996：2017）に紹介されて
いる 32 の学習課題を収集した（資料）。
　学年の特性としては，小学校２年生から高校３年生（以
下 12 年生と表記）まで幅広く確認できたが，初等教育
では４・５年生，中等教育以降では 10 年生の学習課題
が多く見られた。教科については，算数・数学科と社会
科が多く取り上げられていたが，その他の教科は偏りな
く見られた。
　これらの 32 の学習課題を共著者とともに共通点を見
出し，ラベリングした結果，「文脈・役割設定」「説明」「再
考」という３つの視点が導出できた。
　まず，「文脈・役割設定」とは，学習の舞台を設定し，
児童・生徒のコミュニケーションの仕方や考え方に現実
性をもたせるものである。この視点がふまえられている
箇所は，各学習課題における課題設定に関する記述から
如実に読み取ることができる。例えば，文脈として，地
域経済をキーワードに学習を進めるもの（学習課題４）
や州議会に向けて意見を発信するもの（学習課題 29）
などである（学習課題２を代表に 23 課題）。また，そう
した課題が設定されたうえで，アミューズメントパーク
の乗り物を設計する設計士の役割（学習課題 30）や，
ある会社の社員としての役割（学習課題 25）が与えら
れており，現実性のある役割の中で起こりうるコミュニ
ケーションを達成しようとする傾向が見られた（学習課
題２を代表に 14 課題）。
　続いて，「説明」とは，他者の存在を念頭に置いたう
えで他者に対して自らの考えを口頭や記述などで表現す
ることを示している。それが明確に表れているのは，学
習課題を達成するための学習活動である。例えば，描画
する（学習課題１など），口頭で説明する（学習課題２），
文章を作成する（学習課題 12 など），エッセイを執筆す
る（学習課題９），計算式やグラフで表す（学習課題６
など），証明する（学習課題 20），作曲する（学習課題
26）といったものであり，いずれも自分の意見や考えを
説明する文脈で用いられていた（学習課題１を代表に
29 課題）。また，そうした説明には，他者を説得しよう
とする内容も多く見られた（学習課題１を代表に 15 課
題）。こうした学習課題から，他者とのやりとりの中で
説得することを念頭に自分の意見や考えの説明を行う傾
向が読み取れる。
　そして，「再考」とは，他者とのやり取りをとおして
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研究の成果の説明のためのブレインストーミングでは，
他者との情報共有をとおして「再考」の機会が設定され
ていた。
　このように「説明」が中核となるのは，ニューマンが

「言説（Discourse）」の生成を重視していたことによる
ものだと考えられる。「言説」とは，「物語，主張，説明，
分析を提供することを意図して子どもによって生み出さ
れる言語のこと」（バーラックほか , 1992=2021, p.69）
である。ここで注目すべきであるのは，「提供」という
文言であり，他者との関わりの中で言説を生成すること
が重要であるということである。また，「究極的に言説
というものは他者とのコミュニケーションに方向づけら
れているのであり，それによって言説は子どもたちに他
者の立場になるように導いていく」（バーラックほか , 
1992=2021, p.57）という言葉からも，以上のような言説
の性質がうかがえる。このことはバーラックほか

（1992=2021）における説明をふまえるとより明らかに
なる。彼らは，この言説を生成していくにあたって，「内
容のある会話（Substantive Conversation）」が重要であ
るとして，以下の３つを「内容のある会話」に求められ
る要素として挙げている。A．各自は頻繁に説得のため
に，彼または彼女の視点を表現しようとする。B．他者
がどのように，そしてなぜ特定の視座と解釈を持つこと
になったのかを理解しようとする。C．これまで解決さ
れてこなかった問題に対して，１つの解決策に達しよう
と努力する（バーラックほか , 1992=2021，p.98）。ここ
には，「再考」の視点が明確に反映されており，それを
行うためにも「文脈・役割設定」を適切に行うことが求
められるのである。

３�．真正の学習に求められる視点の応用可能性の
検討

　２．で明らかになった真正の学習に求められる３つの
視点が，他の真正な学習の実践として示されるものにど
の程度共通して見られるものなのかを検討する。具体的
には，真正の評価（Authentic Assessment）として，
大人たちが実際に直面しうる課題を学習に取り入れよう
とする，ウィギンズ・マクタイ（2005=2012）が示す実
践例と，”Authentic Work”を学習の中核と位置づけて
いる High-Tech-High の実践例にどの程度当該特徴が見
られるのかを検討する。
　各実践の選定にあたっては，実践の概要や児童・生徒
の学習活動がより詳しく説明されているもの，学習の到
達目標についての記述がなされているものを選んだ。

（１）真正の評価で提案された実践例での検討
　当該実践は，ウィギンズ・マクタイ（2005=2012）が
授業計画の手引きとして示した保健科の実践例である。
小学校５－６年生を対象とした食事と健康に関する学習
の中で，児童は栄養や健康問題などについて学び，最終
的に３日間の野外教育プログラムの食事メニューを考案
することが求められた。

の３つの学習課題を選定した。
　小学校４年生社会科の学習課題では，絶滅危惧種であ
る鷹の保護に向けた取り組みを州議会に対して，いかに
意見を伝えるかという視点から課題が構築されている 

（学習課題 29）。文章作成時には説得力を高めるための
重要なポイントとして，以下の６点が児童に示された。

　・主題についての知識を伝え合いましょう。
　・考えを文章にまとめましょう。
　・ いろいろな方法を用いて文章の冒頭部を工夫して表

現しましょう。
　・考えを伝え合うために，対話を用いましょう。
　・正しい句読点や綴り方を用いましょう。
　・ 友達に手紙を読んでもらい，建設的な批判をしても

らいましょう。手紙の内容が整ったら，その手紙を
送りましょう。

　この指示からは，ただ州議会を「文脈・役割設定」の
対象として扱うだけではなく，いかに州議会という他者
とコミュニケーションを図るかという「説明」の視点ま
で含んだ課題であったことがわかる。また，意見文の推
敲の際には，クラスメートによる確認や批評の機会が設
けられていることから，「再考」の視点も満たしていた。
　同学年の算数科の学習課題（学習課題３）では，2000
ドルを毎月の生活費としてそのお金をもとにどのように
生活を営んでいけるのかを考える学習が行われ，その学
習課題にも３つの視点が適合している。家賃や食費，バ
スの利用料など，その地域にある学校外の情報を考える
ための手がかりとして用い，それらにもとづいて他者と
意見を交換しながら最適な方法を見出していくことを学
習の中核としている。生活費を考えるという実際の生活
にかかわる文脈の設定がされており（「文脈・役割設定」），
グループで考えることを学習の中に組み込むことで他者
との再考の機会が確保されている（「再考」）。また，他
者に共有することを前提として学習に取り組んでいるた
め，規定額による生活を考える際には「説明」の視点も
含まれていたことがうかがえる。
　高等学校における化学の学習課題（学習課題 19）では，
アルミニウムが最も価値のある金属であるという王国が
設定されていた。６つの王冠のうち少なくとも１つは偽
物であるという条件のもと，実験から真贋を見極める学
習においてその特徴が示されている。学習の中では，他
者とのブレインストーミングをとおして，金属の真贋を
見極める方法に関しての情報をやり取りし，それらの情
報をすべて取り入れたフォーマルな研究レポート

（STEM ハンドブックにもとづく）をまとめることが求
められている。科学者としての「文脈・役割設定」がな
され，その役割にもとづいた成果物の作成が行われた。
成果物においては STEM ハンドブックにもとづく研究
レポートが求められており，それは Mr. M というレポー
トの真価を判断する人に向けて書かれていたため，そこ
においては「説明」が生じていたことがわかる。また，
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が設けられている点に表れている。特に，パフォーマン
ス課題後に必ず相互評価の機会が設けられている点は，
他者とのやり取りをとおして児童が互いに影響を与え合
い，考えを練り直す過程を重要視していることを示して
いると言える。
　「文脈・役割設定」と「説明」の視点が連動し，「文脈・
役割設定」を行ったうえで「説明」の機会が設定されて
いる点は，２．で見られたニューマンの学習課題と同様
の結果である。また，「説明」と「再考」の視点の関連
性についても，２．で確認した結果と同様で，パフォー
マンス課題（説明）の質を向上させるための他者とのコ
ミュニケーション（再考）の機会が設けられている。本
実践例は，まさしく３つの視点が相互に関連し合ったも
のであると言える。

（２）High-Tech-High に見られる実践での検討
　当該実践は High Tech High Chula Vista 高等学校

（HTHCV）における，アメリカの銃暴力とその影響を
テーマにしたドキュメンタリー映画を制作しようと試み
たものである。生徒は，ドキュメンタリー映画を完成さ
せるために，Kickstarter（アメリカの民間企業で，ク
ラウドファンディングによって資金を調達するための手
段を提供）を活用して資金を調達した。当該実践は，芸
術科・英語科・社会科を複合するものとして構想された。

〇学習の到達目標
　学習の到達目標は，以下の３つのカテゴリーにわたっ
て設定された。

【スキル】
　・ 企画，予算，資金調達，脚本，製作総指揮，カメラ

ワーク，編集など，映画製作のあらゆる面における
スキルを習得する。

　・リサーチ能力を開発する。
　・説得力のある文章を書くスキルを身につける。
　・面接のスキルを身につける。

【コンテンツ】
　・国が直面している喫緊の課題の複雑さを理解する。
　・脳の健康，精神疾患，暴力との関係について学ぶ。
　・ 米国における暴力に関する社会政策（またはその欠

如）を理解する。
【マインドセット】
　・ 複雑な複数段階のプロジェクトを粘り強くやり遂げ

る。
　・意見の異なる多様なチームとうまく協力する。
　・ 悲しみと幻滅の時代に，前向きに貢献することを経

験する。

〇実践の具体的な内容
　11 年生になるまでに，生徒は同級生の射殺事件，サ
ンディフック銃乱射事件，コロラド映画館銃乱射事件を
経験していた。このことにもとづいて生徒は 11 年生の
１年間で銃乱射事件の原因とその防止策に焦点を当てて

〇学習の到達目標
・ 自分と他者にとって適切な食事を計画するために，栄

養に関する理解を活用する。
・ 自分自身の食事のパターンを理解し，そのパターンを

どう改善しうるかについて理解する。

〇実践の具体的な内容
　児童は保健科の導入としてこの単元で学習する。単元
の導入として，「あなたが食べる物は，にきびの原因と
なりうるか？」という児童の興味を引く問いから始まる。
その後，本単元の山場となる２つのパフォーマンス課題
について説明がある。１つ目は，下級生に健康な生活の
ためには十分な栄養を摂ることが重要であることを伝え
るための挿絵入りのパンフレットを考案することであ
る。２つ目は，３日間の野外教育プログラムの食事メ
ニューを考案し，プログラムの責任者にそのメニューの
妥当性を手紙で説明することである。その達成に向けて
栄養に関するニーズや，食品群，様々な食品の栄養上の
利点，USDA（米国農務省）食品ピラミッドの指針，栄
養不足に関連する健康上の問題について学習する。
　上記の学習を進める中で，児童は，小テストやプロン
プト（オープンエンドの筆記によるパフォーマンス・テ
スト）に取り組んだり，協同グループで活動して，成果
物を共有・評価・修正したりする機会が与えられる。ま
た，栄養不足に起因する健康上の問題について質問する
ために，地域の病院の栄養士をゲストスピーカーとして
招き，その分野の専門家からの意見をもらえるように設
定している。
　単元末には，２つのパフォーマンス課題をとおして得
た知識やスキルにもとづいて児童自身の日々の食事を見
直す。その後，自分の食事計画を立て，今後の生活に活
用できるようにする。

〇真正の学習のための視点との関連性についての検討
　「文脈・役割設定」は２つ目のパフォーマンス課題に
表れている。児童が実際に行くことを予定している野外
教育プログラムの食事メニューを考案し，プログラムの
責任者に対してなぜそのメニューが良いのかを手紙で説
明するという役割が与えられ，より現実的な学習の舞台
が設定されている。
　「説明」に関しては「文脈・役割設定」と重なるが，
プログラムの責任者という他者（つまり，食事のプロ
フェッショナル）に向けた説得的な説明を行うことが学
習の中に求められている点でそれを満たしていると言え
る。また，その手紙の中には USDA の食品ピラミッド
による勧告が満たされた内容になっていることや少なく
とも児童がおいしいと感じられるものにすることなど，
他者に対してより説得的になるためにはどうすべきかに
ついても言及がなされていることから，「説明」を促す
設定が盛り込まれている。
　「再考」は協同グループが設定されている点，パフォー
マンス課題に対して児童どうしの相互評価や修正の機会
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のやり取りをとおして生徒が互いに影響を与え合い，考
えを練り直す過程が設定されていた。
　「文脈・役割設定」と「説明」の視点が連動している
点は，２．で見られたニューマンの学習課題，先に検討
したウィギンズ・マクタイの実践例と同様の結果である。
また，「説明」と「再考」の視点の関連性についても２．
とウィギンズ・マクタイの実践例と同様の結果が確認さ
れた。一方で，最終成果物が最初から設定されていなかっ
たことは，ニューマンの学習課題やウィギンズ・マクタ
イの実践例とは異なる点であると指摘できる。この理由
と し て，High-Tech-High で の 学 習 自 体 が そ も そ も
Project-Based Learning であり，生徒が暗黙知的に最終
成果物を外部に向けて作成すべきであるという視点を有
していたからだと考えられる。しかしながら，当該実践
も「文脈・役割設定」によって「説明」が生じ，その「説
明」をよりよくするために「再考」の機会が設けられて
いたとおり，３つの視点が相互に関連し合った実践例で
あると言える。

　これまで検討したように，ニューマンの評価した学習
課題を再検討して導出した３つの視点である「文脈・役
割設定」「説明」「再考」は，他の真正な学習の実践例に
も共通して見られるものであった。また，２つの実践例
ともに「文脈・役割設定」によって「説明」する機会が
保障されている点，「説明」の質をより高めるために他
者とのコミュニケーションにもとづいた成果の修正を行
うこと（再考）が設けられている点で，２．で分析した
結果と同様であった。このことから，２．で考察したよ
うにどのような方法で児童・生徒自身が自分の意見を表
現（説明）するかを考えるよりも，どういった文脈や役
割として学習するのか（文脈・役割設定），成果物をよ
りよくするための他者どうしのかかわり方には何が必要
で，どのような修正のプロセスが求められるのか（再考）
をまず検討することが，より真正の学習を構想するうえ
で重要になるということが示唆された。

４．結論
　本研究では，ニューマンらが提案した学習課題の評価
にあたって，「知識の構築」「鍛錬された探究」「学校外
での価値」という３つの基盤を統合的に捉えていない問
題点を乗り越えるため，彼らが提案した学習課題を再検
討し，「文脈・役割設定」「説明」「再考」の３つの視点
を導出した。とりわけ，「説明」が学習課題の基盤となっ
ており，「文脈・役割設定」と「再考」を連動して考え
ていくことが重要になるという示唆を得た。また，これ
ら３つの視点は，他の真正な学習の実践にも適合するこ
とも確認できたことから，本研究で明らかになった３つ
の視点は他の実践にも応用可能であると言えるだろう。
　しかしながら，ニューマンによる学習課題の蓄積は，
日本とは異なる文脈におけるものであるため，本研究で
明らかになった３つの視点が日本の文脈に合致するかど
うかが定かではない。そのため，本研究で明らかになっ

学習を進めることになった。
　学習の中で，生徒はサンディフック銃乱射事件におけ
る被害者両親の話を聞き，事件の根本的な原因は精神疾
患に焦点化されるべきであることに気づいた。その後，
脳の健康，少年司法，仲間どうしの関係性といったテー
マを導出した。学習の基本単位は生徒それぞれのテーマ
に対しての関心によって編成されたグループであり，教
師は，それぞれのテーマに沿って構成された読書リスト
の作成を支援した。
　学習を進める中で，生徒はドキュメンタリー映画を制
作して学習成果を表現したいと考えるようになり，キッ
クスターターを活用することを決めた。Kickstarter か
ら資金を支援してもらうために予算管理，マーケティン
グ，データ分析，イベント計画，ストーリーテリング，
説得力のあるビデオクリップ，動機づけのための文章作
成などが必要となる。そのため，教師は Kickstarter で
成功した人材と協働したり，サンディエゴのメディア・
アート・センターと提携したりできる環境を整えた。
　ドキュメンタリーの中では，地域のリーダーやメン
ターシップ・プログラムに参加する若者たち，統合失調
症の青年の家族，サンディフック銃乱射事件で子どもを
亡くした数組の家族にインタビューし，銃乱射事件の原
因と防止策について表現した。生徒はインタビューのた
めにロサンゼルス，シカゴ，サンアントニオ，コネチカッ
ト州ニュータウンに遠征した。
　１学期ですべての撮影と編集を終えることはできな
か っ た た め，HTHCV の 学 校 全 体 の 展 示 会 で あ る
Festival del Sol において，Kickstarter キャンペーンの
ためにデザインしたフィルムクリップ，リスニングス
テーション（来場者が映画プロジェクトに関連するオー
ディオクリップを聴くことができる場所），研究成果，
T シャツなどの成果物を展示した。最終的に完成した
フィルムは，サンディエゴ・ラテン系映画祭と第１回ホ
ワイトハウス学生映画祭に出品され，入選を獲得した。

〇真正の学習のための視点との関連性についての検討
　「文脈・役割設定」は，最終成果物を実際の映画祭に
作品として出品する点，最終成果物を作成するための資
源調達のために生徒が自分たちのプロジェクトを出資者
にアピールする機会が設定されていた点に見られる。こ
のような学習の舞台が設定されることで，生徒のコミュ
ニケーションの仕方や考え方に現実性をもたせていた。
　「説明」は「文脈・役割設定」に付随して見られる。
すなわち，映画祭における評価者や銃乱射事件に対して
偏見を抱いている一般市民を対象として映画を作成する
ことや，資金の支援を得るために出資者を対象に自分た
ちのプロジェクトについて表現することは，「説明」の
視点を満たしていると言える。
　「再考」については，生徒がチームとなって研究を行っ
ていた点からその視点を満たしていると言える。また，

「意見の異なる多様なチームとうまく協力すること」と
いう学習の到達目標が設定されている点からも，他者と
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た３視点が日本の文脈において実践可能かどうかについ
て，学習課題や教材の開発も合わせて検討することを今
後の課題としたい。
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「真正の学び／学力」論にもとづく真正の学習に求められる視点の検討
資

料
　

ニ
ュ

ー
マ

ン
ら

が
評

価
し

た
学

習
課

題
の

概
要

な
ら

び
に

3
つ

の
視

点
に

関
す

る
内

容

学
習

課
題

学
年

教
科

具
体

的
な

内
容

文
脈

・
役

割
設

定
説

明
再

考
出

典

1
4・

5
算

数
科

測
定

・
分

数
・

分
数

の
計

算
を

コ
ア

と
し

た
単

元
。

児
童

は
，
3段

の
棚

を
設

計
す

る
と

い
う

課
題

が
与

え
ら

れ
る

。
長

さ
60

イ
ン

チ
，

幅
2.
5フ

ィ
ー

ト
，

厚
さ
1イ

ン
チ

の
板
6枚

で
，

最
上

段
は
3つ

の
区

画
，
2段

目
は
2つ

の
区

画
，
1段

目

は
1つ

の
区

画
で

設
計

す
る

と
い

う
条

件
の

も
と

完
成

図
を

描
画

し
た

。

完
成

図
の

描
画

の
際

の
文

章
や

図
に

よ
る

表
現

①
p.
9

2
4・

5
社

会
科

都
市

部
の

地
理

を
中

核
に

し
た

通
年

的
な

学
習

。
児

童
は

，
近

隣
地

区
の

状
況

を
，

建
物

，
仕

事
，

住
宅

，
公

共
施

設
，

公
共

交
通

機
関

の
パ

タ
ー

ン
，

交
通

状
況

の
視

点
か

ら
把

握
し

，
そ

の
う

え
で

廃
屋

や
交

通
渋

滞
，

高
い

犯
罪

率
な

ど
の

特
別

な
問

題
を

発
見

す
る

。
そ

れ
に

対
し

て
自

分
な

ら
上

記
し

た
建

物
，

仕
事

な
ど

を
ど

の
よ

う
に

変
化

さ
せ

る
か

を
考

え
る

。
最

終
的

に
，

決
定

し
た

計
画

を
地

図
上

に
表

し
，

自
身

が
実

現
不

可
能

と
し

た
計

画
に

対
し

て
の

意
見

と
，

可
能

と
し

た
計

画
の

実
現

可
能

性
を

示
し

，
自

分
が

望
む

地
域

を
い

か
に

発
展

さ
せ

る
か

に
つ

い
て

の
意

見
を

示
す

。

児
童

自
身

の
近

隣
地

区
が

題
材

で
あ

り
，

そ
こ

に
お

け
る

社
会

問
題

に
着

目
し

，
地

域
の

一
員

と
し

て
未

来
を

考
察

児
童

自
身

の
意

見
を

計
画

や
口

頭
説

明
で

表
現

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
に

よ
る

意
見

の
す

り
合

わ
せ

①
p.
9

3
4

算
数

科
20
00

ド
ル

で
1か

月
の

生
活

費
を

考
え

る
学

習
。

児
童

は
家

賃
や

電
気

代
，

食
費

な
ど

を
地

域
の

実
際

の
数

値
と

自
分

が
ど

う
い

う
生

活
を

送
り

た
い

か
と

い
う

自
己

の
価

値
に

も
と

づ
い

て
考

え
，

そ
の

後
相

互
に

交
流

し
た

。
児

童
の

生
活

す
る

価
値

観
に

も
と

づ
い

た
課

題
グ

ル
ー

プ
で

か
か

わ
る

こ
と

を
前

提
と

し
た

意
見

構
築

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
に

よ
る

意
見

の
す

り
合

わ
せ

①
pp
.9
-1
0

4
8

社
会

科
労

働
者

が
解

雇
さ

れ
た

と
き

の
地

域
社

会
へ

の
影

響
に

つ
い

て
考

え
る

学
習

。
生

徒
は

，
「

地
域

経
済

」
を

キ
ー

ワ
ー

ド
に

学
習

を
進

め
，

地
域

に
ど

の
よ

う
な

雇
用

が
あ

る
の

か
，

他
の

地
域

と
比

較
し

て
ど

う
か

な
ど

を
調

べ
，

最
終

的
に

一
般

化
し

た
結

論
を

出
し

た
。

児
童

の
住

む
地

域
が

課
題

で
あ

り
そ

こ
で

の
経

済
活

動
に

着
目

し
，

今
後

の
地

域
経

済
の

あ
り

方
を

再
検

討

地
域

社
会

と
い

う
他

者
の

視
点

に
も

と
づ

い
て

地
域

経
済

の
あ

り
方

を
再

検
討

①
p.
10

5
8

数
学

科
「

う
さ

ぎ
と

か
め

」
を

題
材

に
し

た
学

習
。

生
徒

は
，

う
さ

ぎ
と

か
め

の
3回

の
レ

ー
ス

の
中

で
ど

ち
ら

が
何

回
勝

て
る

か
を

一
次

関
数

を
利

用
し

て
導

い
た

。
学

習
の

中
で

は
互

い
に

説
明

し
合

う
機

会
が

保
障

さ
れ

た
。

生
徒

自
身

の
意

見
を

文
章

や
図

解
に

よ
っ

て
表

現
①
pp
.1
0-
11

6 7 8 9

高
校

数
学

科
・

物
理

教
師

と
生

徒
が

協
力

し
て

遊
園

地
の

「
フ

リ
ー

フ
ォ

ー
ル

」
を

デ
ザ

イ
ン

す
る

学
習

。
マ

シ
ン

の
デ

ザ
イ

ン
に

つ
い

て
は

，
も

と
も

と
12
5m

の
高

さ
の

も
の

を
想

定
し

，
そ

の
距

離
や

時
間

，
加

速
度

や
速

さ
に

つ
い

て
考

え
た

。
生

徒
と

教

師
は

，
類

似
し

た
マ

シ
ン

の
デ

ー
タ

を
も

と
に
12
5m

の
高

さ
で

は
制

御
で

き
な

い
と

い
う

こ
と

に
気

づ
い

た
り

，
F＝

m
aの

公
式

に
も

と
づ

い
て

初
速

度
や

加
速

度
，

減
速

時
に

か
か

る
時

間
や

停
止

の
た

め
に

必
要

な
距

離
な

ど
を

整
理

し

た
り

，
減

速
す

る
こ

と
で

生
じ

る
G
に

つ
い

て
の

危
険

性
に

つ
い

て
話

し
合

っ
た

り
し

た
。

最
後

に
，

減
速

に
関

し
て

の
概

念
の

延
長

と
し

て
，

テ
レ

ビ
番

組
「

ス
タ

ー
・

ト
レ

ッ
ク

」
で

起
き

て
い

る
事

象
を

現
在

の
視

点
で

考
え

る
活

動
を

行
っ

た
。

遊
園

地
に

お
け

る
「

フ
リ

ー
フ

ォ
ー

ル
」

の
設

計
生

徒
自

身
の

考
え

を
説

明
す

る
た

め
の

式
や

グ
ラ

フ
の

提
示

教
師

に
よ

る
よ

り
専

門
的

な
問

い
か

け
が

成
果

物
を

よ
り

高
度

化
②
pp
.3
5-
37

10

11
・
12

社
会

科
19
90

年
代

初
頭

の
南

ア
フ
リ
カ
に
着

目
し
た
学

習
。
生

徒
同

士
の
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
，
ア
パ
ル

ト
ヘ

イ
ト
を
め
ぐ
る
議

論
に
つ

い
て
，
特

赦
す

べ
き
か
刑

罰
を
科

す
べ

き
か
と
い
う
議

題
か
ら
，
特

赦
と
は
何

か
と
い
う
概

念
を
問

う
と
こ
ろ
ま
で
会

話
を
も
と
に
発

展
し
た
。

直
近

の
社

会
情

勢
に

関
す

る
課

題
の

設
定

会
話

内
に

お
い

て
，

他
者

に
自

身
の

考
え

を
的

確
に

伝
え

る
よ

う
意

識
化

会
話

内
の

や
り

と
り

で
，

生
徒

自
身

の
ア

パ
ル

ト
ヘ

イ
ト

に
対

す
る

考
え

を
再

検
討

②
pp
.3
8-
40

10
社

会
科

19
90

年
代

初
頭

の
国

家
主

義
や

軍
国

主
義

，
第

一
次

世
界

大
戦

の
起

源
に

つ
い

て
の

学
習

。
な

ぜ
第

一
次

世
界

大
戦

が
生

じ
た

の
か

と
い

う
問

い
か

ら
議

論
が

始
ま

っ
た

。
当

時
の

セ
ル

ビ
ア

の
事

実
や

セ
ル

ビ
ア

に
つ

い
て

生
徒

が
知

っ
て

い
る

こ
と

な
ど

か
ら

，
現

在
の

（
19
90

年
代

の
）

セ
ル

ビ
ア

人
，

ク
ロ

ア
チ

ア
人

，
イ

ス
ラ

ム
教

徒
と

の
関

係
性

・
動

向
に

似
て

い
る

と
指

摘
す

る
声

も
あ

っ
た

。
こ

う
し

た
議

論
を

通
し

て
，

「
世

界
は

ま
た

異
な

る
戦

争
に

向
か

っ
て

い
る

」
と

い
う

懸
念

を
抱

い
た

。
最

後
に

，
エ

ク
ス

ト
ラ

課
題

と
し

て
，

こ
の

よ
う

な
議

論
の

中
で

出
た

生
徒

自
身

の
懸

念
を

文
章

に
し

て
表

す
よ

う
指

示
し

た
。

直
近

の
社

会
情

勢
に

関
し

て
言

及
し

た
課

題
生

徒
自

身
の

考
え

を
文

章
と

し
て

表
現

生
徒

同
士

の
活

発
な

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

②
pp
.4
1-
42

高
校

歴
史

科
昨

今
議

論
さ

れ
て

い
る

こ
と

に
関

し
て

の
ポ

ジ
シ

ョ
ン

・
ペ

ー
パ

ー
（

エ
ッ

セ
イ

）
を

書
く

こ
と

を
最

終
成

果
と

す
る

学
習

。
あ

る
生

徒
は

，
ア

メ
リ

カ
が

湾
岸

戦
争

の
仲

介
に

入
っ

た
こ

と
を

正
当

化
す

る
内

容
を

書
い

た
。

現
在

議
論

さ
れ

て
い

る
こ

と
に

関
し

て
言

及
し

た
課

題
生

徒
自

身
の

考
え

を
示

す
エ

ッ
セ

イ
の

執
筆

②
pp
.5
5-
56

3
算

数
科

問
題

文
の

中
に

あ
る

手
が

か
り

と
か

け
算

・
わ

り
算

の
概

念
を

組
み

合
わ

せ
て

考
え

る
学

習
。

児
童

は
，

問
題

文
に

あ
る

問
題

を
解

く
た

め
の

手
が

か
り

と
な

る
文

言
に

注
目

す
る

練
習

を
1年

間
積

ん
で

き
て

い
る

。
そ

の
既

有
知

識
に

も
と

づ
い

て
，

ど
う

い
う

文
言

が
か

け
算

・
わ

り
算

の
そ

れ
ぞ

れ
の

計
算

方
法

を
行

う
必

要
性

を
示

し
て

く
れ

る
も

の
な

の
か

を
明

ら
か

に
し

て
い

け
る

こ
と

を
意

図
し

て
い

る
。

手
が

か
り

の
文

言
と

数
値

に
も

と
づ

い
て

解
を

導
き

，
学

習
終

了
後

，
同

様
の

手
が

か
り

の
文

言
を

用
い

た
問

題
文

の
作

成
を

宿
題

と
し

て
課

し
た

。

授
業

で
理

解
し

た
内

容
を

宿
題

の
問

題
文

作
成

で
表

現
③
p.
26

18



長﨑耕作・深見俊崇

学
習

課
題

学
年

教
科

具
体

的
な

内
容

文
脈

・
役

割
設

定
説

明
再

考
出

典

11 12 13
12

生
物

絶
滅

危
惧

種
に

関
す

る
学

習
。

生
徒

は
，

絶
滅

の
危

機
に

あ
る

生
物

を
決

め
，

そ
の

生
物

に
関

し
て

リ
サ

ー
チ

を
行

い
，

そ
の

後
，
W
or
ld
W
ild
lif
e
Fe
de
ra
tio
n（

W
W
F）

に
向

け
た

手
紙

を
書

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

た
。

そ
の

手
紙

で

は
，
W
W
Fを

説
得

す
る

た
め

に
，

自
身

の
言

葉
で

語
る

こ
と

，
そ

の
生

物
の

特
徴

や
生

態
，

生
態

系
内

で
の

役
割

，
人

間
や

他
の

生
物

に
利

益
を

与
え

る
か

ど
う

か
，

な
ぜ

絶
滅

し
そ

う
な

の
か

，
人

間
に

は
守

る
た

め
に

何
が

で
き

る
か

な
ど

の
情

報
が

含
ま

れ
て

い
る

こ
と

が
条

件
で

あ
っ

た
。

ま
た

，
文

体
と

し
て

，
手

紙
を

書
く

理
由

と
自

分
が

だ
れ

か
（

紹
介

）
を

書
く

こ
と

，
い

く
つ

か
の

段
落

に
分

け
て

表
現

す
る

こ
と

，
結

論
と

し
て

手
紙

の
目

的
・

種
を

守
る

た
め

の
説

得
を

入
れ

る
こ

と
も

求
め

ら
れ

た
。

絶
滅

危
惧

種
を

守
る

市
民

と
し

て
，

生
徒

自
身

の
考

え
を

，
W
W
Fを

説
得

す
る

た
め

の
手

紙
と

し
て

表
現

W
W
Fを

説
得

す
る

た
め

の
手

紙
と

し
て

表
現

④
pp
.4
9-
50

14
高

校
数

学
科

一
次

関
数

に
お

け
る

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
の

製
造

と
利

益
に

関
す

る
学

習
。

生
徒

は
，
2つ

の
タ

イ
プ

の
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

を
製

造
し

て
い

る
会

社
の

社
長

と
し

て
，

各
モ

デ
ル

を
毎

週
ど

の
く

ら
い

作
れ

ば
利

益
を

最
大

化
で

き
る

の
か

を
求

め
る

こ
と

が
課

題
と

し
て

与
え

ら
れ

た
。

考
え

る
た

め
の

条
件

と
し

て
は

，
労

働
者

の
賃

金
や

労
働

時
間

，
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

を
作

る
際

の
コ

ス
ト

や
手

間
な

ど
が

あ
っ

た
。

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
製

造
会

社
の

社
長

と
し

て
の

役
割

条
件

に
も

と
づ

い
て

導
か

れ
る

効
率

化
さ

れ
た

方
法

を
式

や
図

表
で

表
現

④
pp
.5
4-
59

15
10

生
物

生
物

の
多

様
性

に
関

す
る

学
習

。
生

徒
は

，
植

物
群

落
の

植
生

を
生

物
学

的
に

研
究

す
る

た
め

の
サ

ン
プ

ル
を

示
す

地
上

の
プ

ロ
ッ

ト
（

コ
ド

ラ
ー

ト
）

に
お

け
る

樹
木

の
数

量
調

査
や

観
察

，
デ

ー
タ

の
記

録
，

レ
ポ

ー
ト

を
ま

と
め

，
コ

ド
ラ

ー
ト

内
に

見
ら

れ
る

様
々

な
特

徴
を

ま
と

め
る

こ
と

を
求

め
ら

れ
た

。
結

果
を

導
く

際
に

は
，

ど
ん

な
種

類
の

樹
木

が
あ

っ
た

か
，

樹
木

の
優

先
性

は
ど

う
で

あ
っ

た
か

，
ど

の
く

ら
い

の
高

さ
の

樹
木

が
あ

っ
た

か
な

ど
を

，
文

章
や

図
表

で
示

す
こ

と
が

必
要

と
さ

れ
た

。
ま

た
，

他
者

と
の

コ
ド

ラ
ー

ト
法

に
よ

る
結

果
の

違
い

な
ど

を
比

較
す

る
場

面
も

設
け

ら
れ

た
。

実
際

に
使

用
さ

れ
る

コ
ド

ラ
ー

ト
法

を
研

究
方

法
と

し
て

適
用

す
る

研
究

者
の

役
割

調
査

に
よ

る
情

報
を

文
章

・
図

表
に

よ
っ

て
表

現
他

者
と

の
コ

ド
ラ

ー
ト

法
に

よ
る

研
究

成
果

の
結

果
比

較
④
pp
59
-6
2

16
10

英
語

科

19
30

年
代

の
人

々
の

感
性

に
関

す
る

学
習

。
生

徒
は

，
"T
he

G
ra
pe
s
of

W
ra
th
"，

"O
ut
of

th
e
D
us
t"
，
"O
fM

ic
e
an
d

M
en
"の

中
か

ら
2冊

選
ん

で
，

そ
の

作
品

の
比

較
・

対
照

を
行

う
こ

と
を

求
め

ら
れ

た
。

比
較

・
対

照
の

中
で

は
，
2つ

の
本

に
共

通
す

る
テ

ー
マ

を
選

定
す

る
よ

う
，
4つ

の
テ

ー
マ

（
忠

誠
，

孤
独

，
許

し
，

恐
怖

）
が

示
さ

れ
た

。

④
pp
.6
4-
66

17
2

算
数

科

た
し

算
に

関
す

る
学

習
。

児
童

は
，

ア
ド

ヴ
ィ

ル
・

カ
ン

ト
リ

ー
・

フ
ェ

ア
で

使
え

る
20

枚
の

チ
ケ

ッ
ト

を
持

っ
て

い

る
が

，
時

間
の

関
係

上
，
4つ

の
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

に
し

か
参

加
で

き
な

い
，

と
い

う
条

件
を

ふ
ま

え
て

，
手

元
に

あ
る

ど
の

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
が

ど
の

く
ら

い
の

チ
ケ

ッ
ト

の
枚

数
を

必
要

と
す

る
の

か
を

示
し

た
地

図
と

と
も

に
，

ど
の
4つ

の
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

を
回

れ
ば
20

枚
す

べ
て

の
チ

ケ
ッ

ト
を

使
い

切
れ

る
か

を
考

え
た

。

フ
ェ

ア
に

参
加

し
た

児
童

の
役

割

ど
う

や
っ

た
ら

チ
ケ

ッ
ト

を
使

い
切

れ
る

か
を

式
と

文
章

で
表

現
⑤
pp
.2
8-
29

18
ミ

ド
ル

ス
ク

ー
ル

ス
ペ

イ
ン

語
本

物
も

し
く

は
想

像
上

の
旅

行
を

ポ
ス

タ
ー

に
表

現
す

る
学

習
。

生
徒

は
，
5枚

の
写

真
と

と
も

に
旅

行
に

つ
い

て
説

明

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
た

。
制

作
期

間
は
1週

間
で

，
草

案
を

教
師

に
提

出
す

る
こ

と
も

条
件

だ
っ

た
。

旅
行

の
流

れ
を

写
真

や
言

葉
で

表
現

草
案

を
提

出
す

る
機

会
⑤
p.
30

19
高

校
理

科

化
学

の
フ

ォ
ー

マ
ル

な
実

験
レ

ポ
ー

ト
を

書
く

学
習

。
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
が

最
も

価
値

の
あ

る
金

属
で

あ
る

と
い

う
王

国
が

設
定

さ
れ

，
6つ

の
王

冠
の

う
ち

少
な

く
と

も
1つ

は
偽

物
で

あ
る

と
い

う
条

件
の

も
と

，
実

験
か

ら
真

贋
を

見
極

め
る

学
習

。
生

徒
は

，
他

者
と

の
ブ

レ
イ

ン
ス

ト
ー

ミ
ン

グ
を

と
お

し
て

見
極

め
る

方
法

に
関

し
て

の
情

報
を

や
り

取
り

し
，

そ
れ

ら
の

情
報

を
す

べ
て

取
り

入
れ

た
フ

ォ
ー

マ
ル

な
研

究
レ

ポ
ー

ト
（
ST

EM
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
に

も
と

づ
く

）
を

ま
と

め
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

真
贋

を
見

極
め

る
科

学
者

と
し

て
の

役
割

ST
EM

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

に
も

と
づ

い
て

実
験

方
法

の
正

し
さ

を
証

明

他
者

と
の

ブ
レ

イ
ン

ス
ト

ー
ミ

ン
グ

に
よ

る
意

見
の

交
流

⑤
pp
.3
2-
35

20
3

理
科

物
質

の
強

さ
な

ど
を

実
験

す
る

学
習

。
児

童
は

，
綿

の
か

た
ま

り
，

デ
キ

シ
ー

カ
ッ

プ
，

ア
ル

ミ
ホ

イ
ル

，
紙

皿
，

発
泡

ス
チ

ロ
ー

ル
，

モ
ー

ル
な

ど
を

使
っ

て
，

雨
・

風
・

暑
さ

寒
さ

に
強

い
建

造
物

を
考

え
た

（
ペ

ア
ワ

ー
ク

）
。

各
特

性
に

関
す

る
デ

ー
タ

を
収

集
し

て
か

ら
材

料
を

選
択

し
構

造
物

を
設

計
し

た
。

あ
る

企
業

が
防

水
性

，
耐

久
性

，
断

熱
性

の
あ

る
構

造
物

を
設

計
で

き
る

科
学

者
を

募
集

収
集

し
た

デ
ー

タ
に

基
づ

く
材

料
の

特
性

に
関

す
る

説
明

と
構

造
図

の
作

成

ペ
ア

学
習

内
で

の
方

向
修

正
⑤
p.
37
-3
9

5
英

語
科

寓
話

を
書

く
学

習
。

児
童

は
，

道
徳

に
関

し
て

の
教

訓
が

学
べ

る
よ

う
な

，
道

徳
に

関
し

て
の

短
い

寓
話

を
書

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

た
。

ま
た

，
2種

類
の

動
物

が
登

場
す

る
こ

と
と

寓
話

の
中

に
会

話
が

生
ず

る
こ

と
も

条
件

だ
っ

た
。

あ
る

児
童

は
，

「
く

ま
の

決
断

」
と

い
う

寓
話

を
書

き
，

力
に

も
の

を
言

わ
せ

る
ハ

イ
エ

ナ
と

言
葉

で
の

説
得

を
試

み
た

猫
と

を
対

比
さ

せ
「

説
得

は
力

よ
り

勝
る

」
と

い
う

教
訓

を
導

い
た

。

③
p.
24

高
校

数
学

科

10
-3
/4
オ

ン
ス

の
キ

ャ
ン

ベ
ル

の
ト

マ
ト

ス
ー

プ
缶

を
57
6缶

入
れ

ら
れ

る
包

装
物

か
，
19

オ
ン

ス
の

ケ
ロ

ッ
グ

の
ラ

イ

ス
ク

リ
ス

ピ
ー

を
14
4個

入
れ

ら
れ

る
包

装
物

を
考

え
る

学
習

。
生

徒
は

，
現

物
を

実
際

に
計

り
，

正
面

，
上

面
，

側
面

か
ら

縮
尺

図
を

作
成

し
，

折
ら

れ
て

い
な

い
箱

の
縮

尺
図

・
三

次
元

モ
デ

ル
の

作
成

が
求

め
ら

れ
た

。
そ

の
後

，
そ

の
包

装
物

の
説

明
の

た
め

の
文

章
と

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
も

求
め

ら
れ

た
。

実
際

の
商

品
の
サ
イ
ズ
を
も
と
に
し

た
成

果
物

の
作

成

生
徒

自
身

の
成

果
物

を
説

明
す

る
た

め
の

文
章

と
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

③
pp
.2
4-
25

19



「真正の学び／学力」論にもとづく真正の学習に求められる視点の検討

学
習

課
題

学
年

教
科

具
体

的
な

内
容

文
脈

・
役

割
設

定
説

明
再

考
出

典

21
高

校
社

会
科

市
民

理
想

と
選

挙
に

関
し

て
の

学
習

。
生

徒
自

身
が

選
挙

で
推

薦
す

る
候

補
者

を
有

権
者

に
伝

え
る

文
章

を
書

く
中

で
，

マ
ニ

ュ
フ

ェ
ス

ト
や

市
民

理
想

に
つ

い
て

も
検

討
し

た
。

実
際

の
候

補
者

を
対

象
に

し
た

学
習

有
識

者
を

相
手

に
生

徒
自

身
の

推
薦

す
る

候
補

者
を

伝
え

る
か

た
ち

で
表

現
⑤
p.
42
-4
5

22
8

芸
術

科
自

分
の

手
を

美
術

的
要

素
を

用
い

て
書

く
こ

と
が

学
習

の
中

心
で

あ
っ

た
。

作
成

後
，

生
徒

は
批

評
家

と
し

て
の

役
割

が
与

え
ら

れ
，

自
分

の
作

品
を

描
画

や
色

合
い

と
い

っ
た

専
門

的
な

見
方

で
分

析
し

，
最

終
的

に
よ

く
で

き
た

か
，

も
っ

と
よ

く
で

き
た

か
を

判
断

す
る

よ
う

に
求

め
ら

れ
た

。

生
徒

自
身

の
絵

を
美

術
的

要
素

を
用

い
て

表
現

生
徒

自
身

の
作

品
を

多
く

の
視

点
か

ら
再

検
討

⑤
pp
.4
5-
47

23
1

算
数

科
幾

何
学

に
つ

い
て

の
学

習
。

児
童

は
，

シ
ン

メ
ト

リ
ー

と
ア

シ
ン

メ
ト

リ
ー

の
図

形
を

区
別

し
，

そ
れ

ぞ
れ

が
な

ぜ
シ

ン
メ

ト
リ

ー
／

ア
シ

ン
メ

ト
リ

ー
な

の
か

を
特

定
の

部
分

を
示

し
な

が
ら

視
覚

的
か

つ
口

頭
で

説
明

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
た

。

児
童

自
身

の
し

た
区

別
を

示
す

た
め

に
図

や
言

葉
で

表
現

⑤
p.
48

24
9

国
語

科

"T
he

H
el
p"
と

い
う

人
種

差
別

に
関

す
る

小
説

と
人

種
差

別
に

関
す

る
写

真
を

め
ぐ

る
議

論
が

学
習

の
中

核
で

あ
り

，
生

徒
は

，
ブ

ロ
グ

と
い

う
オ

ン
ラ

イ
ン

上
で

の
意

見
者

と
し

て
の

役
割

が
与

え
ら

れ
た

。
生

徒
は

，
そ

こ
で

の
議

論
に

お
け

る
他

者
と

の
建

設
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

，
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
理

解
の

深
化

，
ま

た
，

他
者

に
対

し
て

意
見

を
述

べ
る

際
の

留
意

点
（

批
評

の
概

念
）

に
も

意
識

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
た

。

ブ
ロ

グ
と

い
う

オ
ン

ラ
イ

ン
上

で
の

意
見

者
と

し
て

の
役

割
写

真
に

対
し

て
の

意
見

を
ブ

ロ
グ

に
文

章
で

表
現

豊
富

な
返

信
機

会
⑤
pp
.5
0-
53

25
高

校
数

学
科

ラ
ン

プ
シ

ェ
ー

ド
を

作
る

会
社

の
一

員
と

し
て

不
景

気
に

悩
む

会
社

を
立

て
直

す
こ

と
に

取
り

組
む

学
習

。
社

長
が

，
オ

ン
ラ

イ
ン

で
ラ

ン
プ

シ
ェ

ー
ド

を
注

文
で

き
る

シ
ス

テ
ム

の
構

築
を

考
案

し
た

。
生

徒
は

，
そ

の
シ

ス
テ

ム
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
化

が
課

題
と

し
て

与
え

ら
れ

た
。

ま
た

，
ク

ラ
ス

メ
ー

ト
と

は
同

僚
と

い
う

設
定

に
あ

っ
た

た
め

，
い

つ
で

も
協

力
可

能
な

状
況

に
あ

っ
た

。

ラ
ン

プ
シ

ェ
ー

ド
を

作
る

会
社

の
一

員
と

し
て

の
役

割
プ

ロ
グ

ラ
ム

設
計

に
あ

た
っ

て
の

文
章

や
図

な
ど

で
の

表
現

同
僚

と
し

て
の

ク
ラ

ス
メ

ー
ト

と
い

つ
で

も
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

話
し

合
え

る
環

境
整

備
⑤
p.
56
-5
7

26
4

音
楽

科
児

童
は

，
4年

生
の

春
の

催
し

の
た

め
の

音
楽

を
作

曲
す

る
よ

う
求

め
ら

れ
る

。
選

ば
れ

る
の

は
上

位
5名

の
作

曲
で

，
作

曲
で

は
，

こ
れ

ま
で

習
っ

た
調

や
リ

ズ
ム

を
使

う
こ

と
，

表
記

の
正

確
さ

，
メ

ロ
デ

ィ
の

複
雑

さ
が

規
準

と
な

っ
た

。

最
終

成
果

発
表

の
場

が
学

校
外

に
向

け
た

も
の

学
校

外
の

他
者

に
向

け
た

作
曲

⑤
p.
58

27
4

国
語

科
・

理
科

体
が

動
く

仕
組

み
を

中
核

に
し

た
理

科
の

学
習

。
こ

の
学

習
に

も
と

づ
い

て
，

国
語

で
は

，
な

ぜ
体

の
仕

組
み

が
大

切

な
の

か
，

ど
う

し
た

ら
体

の
仕

組
み

を
守

れ
る

の
か

，
体

の
仕

組
み

が
壊

れ
た

ら
何

が
起

き
る

の
か

，
と

い
う
3つ

の
問

い
を

設
定

し
た

。
児

童
は

，
そ

の
問

い
に

も
と

づ
い

て
，

調
べ

学
習

を
行

い
，

エ
ッ

セ
イ

を
執

筆
し

，
実

際
の

人
体

サ

イ
ズ

の
人

体
ポ

ス
タ

ー
を

作
成

し
た

。
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
物

は
公

共
の

施
設

に
提

供
さ

れ
た

。

児
童

の
実

生
活

と
の

結
び

つ
き

説
得

を
目

的
と

し
た

エ
ッ

セ
イ

で
の

自
己

表
現

エ
ッ

セ
イ

執
筆

時
の

草
案

を
提

出
す

る
機

会
⑤
pp
.6
0-
61

28
10

理
科

ア
ル

コ
ー

ル
が

含
ま

れ
て

い
る

か
ど

う
か

を
調

べ
る

実
験

を
中

心
と

し
た

学
習

（
小

グ
ル

ー
プ

）
。
Bo

oz
e
Bu

lb
と

い
う

ア
ル

コ
ー

ル
検

知
器

が
本

当
に

機
能

す
る

か
を

調
べ

る
実

験
を

行
っ

た
。

生
徒

は
，

実
験

方
法

，
デ

ー
タ

，
結

論
の
3つ

を
レ

ポ
ー

ト
に

ま
と

め
る

こ
と

，
ま

た
，

こ
の

検
知

器
が

他
の
2つ

以
上

の
用

途
で

使
う

こ
と

は
で

き
な

い
か

を
考

え
，

そ
れ

を
校

長
に

手
紙

と
し

て
送

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

た
。

プ
ロ
ム
の
付

き
添

い
役

と
し
て
ダ
ン

ス
パ
ー

テ
ィ
ー

で
飲

み
物

に
ア
ル

コ
ー

ル
が
混

ぜ
ら
れ
て
い
な
い
か

を
確

認
す

る
理

科
教

師
の
役

割

他
者

を
意

識
し

た
手

順
・

デ
ー

タ
・

結
論

を
ま

と
め

た
報

告
書

の
作

成
と

校
長

に
影

響
を

与
え

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
手

紙
の

執
筆

⑤
pp
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29
4

社
会

科
絶

滅
危

惧
種

の
保

護
に

向
け

た
取

り
組

み
を

州
議

会
に

対
し

て
，

い
か

に
意

見
を

伝
え

る
か

と
い

う
視

点
か

ら
構

築
さ

れ
た

学
習

。
児

童
は

，
一

市
民

と
し

て
の

役
割

が
与

え
ら

れ
，

州
議

会
を

対
象

と
し

た
意

見
文

を
書

く
こ

と
が

学
習

の
ゴ

ー
ル

で
あ

っ
た

。
学

習
内

で
は

，
そ

れ
を

よ
り

高
め

て
い

く
た

め
の

指
導

や
相

互
批

評
な

ど
が

行
わ

れ
た

。

州
議

会
に

対
し

て
の

一
市

民
と

し
て

の
役

割
州

議
会

に
影

響
を

与
え

る
目

的
の

も
と

文
章

で
意

見
を

表
現

相
互

批
評

の
機

会
⑥
p.
44

30
9・

10
数

学
科

ア
ミ

ュ
ー

ズ
メ

ン
ト

パ
ー

ク
の

乗
り

物
を

設
計

す
る

こ
と

が
学

習
の

中
心

で
あ

っ
た

。
生

徒
は

，
乗

り
物

の
テ

ー
マ

や
寸

法
・

サ
イ

ズ
，

材
料

，
コ

ス
ト

や
時

間
，

同
乗

者
人

数
な

ど
の

情
報

も
加

味
し

な
が

ら
設

計
し

た
。

あ
る

生
徒

は
ウ

ォ
ー

タ
ー

ス
ラ

イ
ダ

ー
を

設
計

し
，

人
間

の
重

量
を

浮
か

せ
る

た
め

に
，

材
料

に
合

わ
せ

た
密

度
の

計
算

を
し

，
そ

の
う

え
で

的
確

で
リ

ー
ズ

ナ
ブ

ル
な

材
料

を
選

ん
だ

。

ア
ミ

ュ
ー

ズ
メ

ン
ト

パ
ー

ク
の

乗
り

物
を

設
計

す
る

設
計

士
と

し
て

の
役

割

生
徒

自
身

の
望

ん
だ

乗
り

物
を

ど
う

実
現

さ
せ

る
か

に
つ

い
て

示
す

た
め

の
計

算
式

や
文

章
に

よ
る

表
現

⑥
pp
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31
8

社
会

科
生

徒
は

，
ア

メ
リ

カ
独

立
革

命
の

原
因

に
つ

い
て

小
論

文
を

書
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
た

。
ま

た
，

な
ぜ

そ
の

よ
う

な
行

動
が

生
じ

た
の

か
を

説
明

し
，

ア
メ

リ
カ

独
立

革
命

が
最

終
的

に
イ

ギ
リ

ス
と

の
国

交
断

絶
に

与
え

た
影

響
に

つ
い

て
解

説
す

る
こ

と
も

求
め

ら
れ

た
。

⑥
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32
5

社
会

科
環

境
問

題
と

そ
れ

が
人

間
の

生
活

の
質

に
も

た
ら

す
関

係
性

に
つ

い
て

の
作

文
を

書
く

こ
と

が
学

習
の

中
心

で
あ

っ
た

。
あ

る
児

童
は

，
人

口
過

剰
と

人
間

の
生

活
に

つ
い

て
表

現
し

た
。

多
く

の
情

報
を

引
用

や
例

示
と

い
う

形
で

示
し

，
飢

餓
や

病
気

，
テ

ロ
と

い
っ

た
社

会
・

経
済

的
問

題
に

も
通

じ
た

考
え

を
展

開
し

た
。

飢
餓

や
病

気
，

テ
ロ

と
い

っ
た

実
社

会
と

の
結

び
つ

き
作

文
に

よ
る

児
童

自
身

の
考

え
の

表
現

⑥
pp
.5
4-
55
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